
第３１回石川県道路安全・円滑化検討委員会 

 

日時：令和８年３月１３日（金）13:30～14:30 

場所：金沢河川国道事務所 ２階大会議室  
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議  事 

 

１.交通渋滞対策について 

（１）主要渋滞箇所の見直しについて 

（２）新規開通道路の交通状況について 

（３）近年における金沢都市圏の変化と交通特性 

（４）関係機関が連携した渋滞対策について 

（５）今後の進め方 

 

議 事 要 旨 

 

【１.交通渋滞対策】 

（１）主要渋滞箇所の見直しについて 

・「国道159号 神谷内IC」を主要渋滞箇所から解除することについて承認された。 

・「国道８号 環状福久交差点」を主要渋滞箇所へ追加することについて承認された。 

 

（２）新規開通道路の交通状況について 

・委員より、国道159号羽咋道路の整備や国道8号加賀拡幅の整備により渋滞の解消が期待される

が、渋滞箇所が他へ移動することも懸念されるため、開通箇所周辺の交通状況をモニタリング



すべきとの意見を頂いた。 

 

（３）近年における金沢都市圏の変化と交通特性 

・委員より、金沢港エリアや白山エリアでは大型店舗や工業団地の立地が進み、交通の集中によ

り渋滞の発生が予測されるのであれば、早目に対策を検討すべきとの意見を頂いた。 

・委員より、金沢都市圏の道路パフォーマンス分析で改善余地がある箇所の対策としては、物理

的対策だけでなく、当委員会ではコントロールできない内容にもなるが、フレックスタイム導

入や週休３日制などのソフト的対策も有効と考えられるとの意見を頂いた。 

 

（５）今後の進め方について 

・委員より、観光の流動を考える際に、人流データを用いて金沢、加賀、能登の観光客の属性と

思考を分析し、誘客を進めることが主流になりつつあるが、同様に人流データを活用し、朝夕

の住民の通勤移動と日中のビジネス目的の移動を分けた分析を行っては如何かとの意見を頂い

た。 

 

その他 

・委員より、石川県内の自動車保有台数は、人口が減少している中でも、毎年増加傾向である

旨、情報提供があった。 

 

以上 


